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第
二
十
八
回
総
会
開
催

第第第
二二二
十十十
八八八
期期期   

役役役
員員員･･･

予予予
算算算
案案案
議議議   第 28期総会開催中の様子 

Ｒ
Ｅ
Ｆ
第
二
十
八
回
総
会
が
七
月
十
三
日
（
金
）
福

井
県
職
員
会
館
で
行
わ
れ
、
三
十
名
を
超
え
る
出
席
を

得
て
、
新
役
員
・
新
予
算
な
ど
の
議
決
の
ほ
か
、
新
役

員
に
よ
る
今
期
の
活
動
報
告
が
表
明
さ
れ
た
。
総
会
で

は
、
酒
井
俊
雄
幹
事
長
か
ら
の
挨
拶
が
あ
り
、
伊
戸
康

清
総
務
に
よ
る
新
入
会
員
紹
介
及
び
会
員
等
移
動
報

告
、
酒
井
俊
雄
幹
事
長
に
よ
る
第
二
十
七
期
活
動
報
告

の
後
、
議
事
に
移
っ
た
。 

議
長
と
し
て
は
宮
本
好
照
氏
が
選
出
さ
れ
た
。
そ
の

後
議
長
の
進
行
の
元
、
決
算
報
告
、
予
算
案
、
役
員
改

選
な
ど
の
議
決
を
行
っ
た
。
そ
の
際
特
に
か
ね
て
か
ら

の
問
題
と
し
て
、
会
費
に
つ
い
て
熱
い
議
論
が
交
わ
さ

れ
、
早
急
に
解
決
す
べ
き
問
題
と
し
て
扱
わ
れ
た
。
ま

た
、
二
十
八
期
の
活
動
方
針
と
し
て
新
幹
事
に
よ
る
各

活
動
へ
の
決
意
表
明
な
ど
が
表
明
さ
れ
た
。 
（（分（（（（（（（支   監顧 
そ
の
後
会
場
を
移
し
、
懇
親
会
が
開
か
れ
、
服
部
正
秀

の
司
会
に
よ
り
進
行
さ
れ
た
。 

そ
の
際
、
様
々
な
方
た
ち
か
ら
の
ス
ピ
ー
チ
や
、
新
入

員
た
ち
の
自
己
紹
介
を
交
え
る
な
ど
、
和
や
か
な
雰
囲

の
中
、
懇
親
会
は
進
み
、
会
員
相
互
の
交
流
を
深
め
た

、
閉
会
し
た
。 

二
十
七
期
役
員
（
敬
称
略
）
○
は
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任
役
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任
期 
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協
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測
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設
計 

第
二
十
八
期
予
算
報
告
（
平
成
十
九
年
七
月
一
日
〜 

平
成
二
十
年
六
月
三
十
日
） 

第
二
十
七
期
決
算
報
告
（
平
成
十
八
年
七
月
一
日
〜 

平
成
十
九
年
六
月
三
十
日
） 

入の部
決算

目 節 （Ａ）
費 1,979,000 1,866,000 △ 113,000
正 会 員 1,572,000 1,548,000 △ 24,000 延べ129人
学 生 会 員 39,000 39,000 0 延べ13人
会 友 168,000 159,000 △ 9,000 延べ53人
中 間 報 告 会 100,000 60,000 △ 40,000
総 会 100,000 60,000 △ 40,000

入 金 467,819 56,404 △ 411,415
第 24 期 繰 越 金 467,819 56,404 △ 411,415

金 利 子 81 96 15
預 金 利 子 81 96 15

入 0 0 0
雑 入 0 0 0

2,446,900 1,922,500 △ 524,400

出の部
決算

目 節 （B）
業 費 1,360,000 1,360,000 0

分科会活動助成金 560,000 560,000 0 7分科会×8万円
談 話 会 助 成 金 100,000 100,000 0
研 修 会 女 性 院 400,000 400,000 0
機 関 紙 印 刷 費 300,000 300,000 0

議 費 360,000 300,000 △ 60,000
中 間 報 告 会 費 160,000 150,000 △ 10,000
総 会 費 200,000 150,000 △ 50,000

務 費 205,000 160,000 △ 45,000
会 議 室 管 理 費 30,000 30,000 0
通 信 連 絡 費 120,000 120,000 0
旅 費 50,000 5,000 △ 45,000
雑 費 5,000 5,000 0

備 費 21,900 2,500 △ 19,400
予 備 費 21,900 2,500 △ 19,400

立 金 500,000 100,000 △ 400,000
積 立 金 500,000 100,000 △ 400,000

2,446,900 1,922,500 △ 524,400

費用
予算 増減 備 考

備 考

計

計

費用
予算 増減

収入の部
決算

目 節 （Ａ）
会 費 1,979,000 1,114,000 △ 865,000

正 会 員 1,572,000 926,000 △ 646,000 延べ131人
学 生 会 員 39,000 39,000 0 延べ13人
会 友 168,000 18,000 △ 150,000 延べ56人
中 間 報 告 会 100,000 69,000 △ 31,000
総 会 100,000 62,000 △ 38,000

繰 入 金 467,819 467,819 0
第 24 期 繰 越 金 467,819 467,819 0

預 金 利 子 81 173 92
預 金 利 子 81 173 92

雑 入 0 0 0
雑 入 0 0 0

2,446,900 1,581,992 △ 864,908

支出の部
決算

目 節 （B）
事 業 費 1,360,000 1,032,396 △ 327,604

分科会活動助成 560,000 320,000 △ 240,000
談 話 会 助 成 金 100,000 40,221 △ 59,779
研 修 会 女 性 院 400,000 418,075 18,075
機 関 紙 印 刷 費 300,000 254,100 △ 45,900

0
会 議 費 360,000 235,295 △ 124,705

中 間 報 告 会 費 160,000 107,672 △ 52,328
総 会 費 200,000 127,623 △ 72,377
幹 事 会 費 0 0 0

事 務 費 205,000 257,897 52,897
会 議 室 管 理 費 30,000 30,000 0
通 信 連 絡 費 120,000 225,499 105,499
旅 費 50,000 1,200 △ 48,800
雑 費 5,000 1,198 △ 3,802

予 備 費 21,900 0 △ 21,900
予 備 費 21,900 0 △ 21,900

積 立 金 500,000 0 △ 500,000
積 立 金 500,000 0 △ 500,000

2,446,900 1,525,588 △ 921,312計

増減 備 考

費用
予算 増減 備 考

費用

計

予算
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地
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発
表
者 

橋

討
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者 

林 

 

「
斜
面
に
造
成
さ
れ
た
住
宅
団
地

 

昨
年
の
降
雨
特
性
と
２
年
前
の
福
井
豪

災
害
が
起
き
た
地
区
が
斜
面
開
発
に
よ
り
造

と
に
着
目
し
、
斜
面
に
お
け
る
住
宅
団
地
に

け
る
安
全
性
、
問
題
点
を
検
討
し
た
。
ま
た

備
え
、
避
難
情
報
の
伝
達
の
あ
り
方
と
い
っ

検
討
を
行
っ
た
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第
二
回
幹
事
会
に
お
い
て
会
費
滞
納
問
題
を
解
決
す
る
た
め

議
論
が
行
わ
れ
た
。 

特
に
、
長
期
の
滞
納
に
渡
る
場
合
、
全
て
を
徴
収
す
る
の
は
不

能
に
近
い
と
い
う
こ
と
、
滞
納
者
本
人
も
何
年
分
滞
納
し
て
い

の
か
十
分
把
握
で
き
て
い
な
い
と
い
う
現
状
、
会
費
の
徴
収
不

に
よ
り
運
営
資
金
が
切
迫
し
て
い
る
な
ど
の
事
情
を
考
慮
し
、

後
、
幹
事
会
と
し
て
対
応
策
を
提
案
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

。 つ
き
ま
し
て
は
、
提
案
し
た
際
に
は
、
Ｒ
Ｅ
Ｆ
ニ
ュ
ー
ス
等
を

し
て
、
会
員
、
会
友
の
皆
様
か
ら
も
多
数
の
ご
意
見
を
頂
き
た

と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

懇談会の様子 
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第 27期分科会報告会の模様

【
分
科
会
報
告
会
】 

 総
会
に
先
立
ち
、
第
二
十
七
期
の
分
科
会
活
動
の
報
告

が
開
催
さ
れ
た
。
今
回
は
四
分
科
会
か
ら
研
究
成
果
が
報
告
さ

れ
た
。
地
方
鉄
道
、
景
観
、
斜
面
団
地
に
お
け
る
防
災
な
ど
今

後
、
福
井
の
み
な
ら
ず
全
国
的
に
問
題
と
な
っ
て
く
る
題
材
を

取
り
上
げ
、
Ｒ
Ｅ
Ｆ
ら
し
い
報
告
が
行
わ
れ
た
。
今
年
度
の
Ｉ

Ｒ
Ｅ
か
ら
の
奨
励
金
は
、 

 
 

分
科
会
に
授
与
さ
れ
た
。
以

下
に
簡
単
な
研
究
の
要
旨
と
議
論
さ
れ
た
内
容
に
つ
い
て
掲

載
す
る
。 

 【
地
盤
分
科
会
】 
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者 
林 

 

快
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討
論
者 

今
度 
充
之 

氏 
 

「
地
名
か
ら
安
心
居
住
の
地
を
探
る
」 

様
々
な
災
害
が
各
地
で
起
き
て
い
る
中
、
安
心
し
て
暮
ら
す

た
め
に
災
害
に
強
い
場
所
に
住
み
た
い
と
い
う
願
望
が
あ
る
。

し
か
し
、
住
宅
購
入
時
に
お
け
る
検
討
要
因
と
し
て
は
利
便

性
、
快
適
性
、
経
済
性
な
ど
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
今
回
の
研

究
は
土
地
の
歴
史
を
凝
縮
し
て
い
る
「
地
名
」
を
用
い
る
こ
と

で
安
心
居
住
の
地
を
探
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
。
そ
の
有
用
性

討
し
て
い
る
。 

を
検

 【
交
通
分
科
会
】 
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三
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潤 
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討
論
者 

三
田
村 

佳
紀 

氏 
 

「
積
雪
・
過
疎
地
域
に
お
け
る
地
方
鉄
道
」 

全
国
の
地
方
鉄
道
の
中
で
も
特
に
、
積
雪
な
ど
自
然
状
況
に

移
動
の
確
保
を
左
右
さ
れ
る
地
域
、
過
疎
地
に
お
け
る
公
共
交

通
の
空
白
な
地
域
の
地
方
鉄
道
を
役
割
の
大
き
さ
か
ら
重
要

視
し
、
キ
ー
ワ
ー
ド
分
析
を
通
し
て
特
徴
を
把
握
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
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 【
緑
分
科
会
】 

 
 
 
 

発
表
者 

道
久 

英
一 

氏 

討
論
者 

小
林 

孝
彰 

氏 
 

「
福
井
の
白
山
眺
望
景
観 

○
○
景
の
抽
出
と
分
析
」 

 

二
十
五
期
、
二
十
六
期
の
内
容
と
共
に
、
地
域
住
民
に
分

か
り
や
す
い
広
域
的
景
観
計
画
策
定
の
ア
プ
ロ
ー
チ
手
法
と

し
て
の
眺
望
景
観
分
析
に
よ
る
計
画
立
案
手
法
の
可
能
性
・
効

果
を
探
る
た
め
、
眺
望
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
活
用
し
た
後
、
ビ

ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
等
の
抽
出
・
分
析
を
行
っ
て
い
く
。 
《正 
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栄
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快
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お
け
る
防
災
」 

雨
と
を
比
較
し
て
、
土
砂

成
さ
れ
た
団
地
で
あ
る
こ

つ
い
て
、
土
砂
災
害
に
お

、
日
頃
の
防
災
対
策
へ
の

ソ
フ
ト
面
に
も
着
目
し
、

入
退
会
の
お
し
ら
せ
☆ 
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地

 

論ス

 

れさすい今で

   

【
   

の

 

可る足今す通い

 

第
二
十
八
期
幹
事
会
開
催
】 

第
二
十
八
期
第
二
回
幹
事
会
が
十
一
月
十
四
日
（
水
）
に
（
財
）

域
環
境
研
究
所
に
て
開
催
さ
れ
た
。 

ま
ず
、
各
分
科
会
に
お
い
て
現
状
報
告
が
な
さ
れ
、
活
発
な
議

が
交
わ
さ
れ
た
。
ま
た
、
会
員
の
移
動
報
告
、
Ｒ
Ｅ
Ｆ
ニ
ュ
ー

の
発
行
な
ど
に
つ
い
て
も
意
見
が
提
案
さ
れ
た
。 

具
体
的
な
内
容
と
し
て
、
談
話
会
に
つ
い
て
の
報
告
が
行
わ

、
間
近
に
せ
ま
っ
て
い
た
談
話
会
へ
の
参
加
等
に
つ
い
て
話
が

れ
た
。
開
催
さ
れ
た
談
話
会
の
詳
細
に
つ
い
て
は
下
記
に
記

。 ま
た
、
支
援
幹
事
へ
の
謝
礼
。
ま
た
滞
納
者
が
多
い
会
費
に
つ

て
の
問
題
が
提
案
さ
れ
、
様
々
な
議
論
、
提
案
が
行
わ
れ
た
後
、

回
ひ
と
つ
の
案
と
し
て
左
に
示
す
様
な
内
容
を
中
間
報
告
会

提
案
す
る
流
れ
と
な
っ
た
。 

会
費
に
つ
い
て
】 
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シンポジウム 福井繊協ビルにて 

と
道
づ
か
い
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
た
。

 

こ
の
中
で
は
、
福
井
県
に

お
け
る
道
路
整
備
の
歴
史
に

始
ま
り
、
県
内
の
道
路
案
内

標
識
の
分
か
り
に
く
さ
に
つ

い
て
も
言
及
さ
れ
て
い
た
。

特
に
道
路
標
識
に
つ
い
て
は

誰
の
た
め
の
物
か
を
今
一
度

考
え
る
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
意
見
が
出
さ

れ
た
。
ま
た
、
道
路
整
備
に

求
め
ら
れ
る
も
の
と
し
て
緊

急
時
の
信
頼
性
、
冬
期
の
安

全
性
向
上
な
ど
の
項
目
が
意

識
調
査
か
ら
出
て
い
る
こ
と

な
ど
、
非
常
に
活
発
し
た
議

論
が
展
開
さ
れ
た
。 

 

参
加
者
も
専
門
家
、
関
係

者
、
学
生
ら
合
わ
せ
て
約
二

百
三
十
人
が
参
加
す
る
な
ど

関
心
の
高
さ
が
伺
え
る
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
と
な
っ
た
。 

【
福
井
県
内 

ま
ち
づ
く
り
の
話
題
二
】 

  

地
域
生
活
の
維
持
・
改
善
に
不
可
欠
な
道
路
。
そ
の
道
路
の
使
い
方
、

造
り
方
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
十
月
三
十
一
日
（
水
）
に
Ｉ
Ｒ
Ｅ
（
財

団
法
人
地
域
環
境
研
究
所
）
主
催
の
元
、
福
井
繊
協
ビ
ル
で
執
り
行
わ
れ

た
。 

 

基
調
講
演
と
し
て
国
土
交
通
省
よ
り
宮
地
淳
夫
氏
が
講
演
を
行
い
、
海

外
か
ら
国
内
を
見
た
と
き
に
道
路
整
備
予
算
の
減
少
が
著
し
い
こ
と
。
ま

た
と
り
わ
け
福
井
県
に
お
い
て
は
他
県
と
比
べ
交
通
体
系
整
備
の
面
で

遅
れ
が
見
え
て
い
る
こ
と
。
安
心
安
全
と
い
う
観
点
や
観
光
と
い
っ
た
面

か
ら
も
道
路
は
関
係
が
非
常
に
深
い
と
い
っ
た
内
容
等
、
我
々
を
取
り
巻

く
現
状
を
述
べ
ら
れ
た
。 

 

そ
の
後
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
移
り
こ
れ
か
ら
の
道
づ
く
り

【
福
井
県
内 

ま
ち
づ
く
り
の
話
題
一
】 

 

福
井
鉄
道
の
福
武
線
利
用
促
進
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
が

十
一
月
二
十
八
日(

月)

越
前
市
の
福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
た
。 

福
井
鉄
道
の
今
枝
孝
司
氏
よ
り
福
武
線
の
現
状
報
告

が
あ
り
、
安
全
対
策
な
ど
の
課
題
が
述
べ
ら
れ
、
福
武
線

の
存
続
に
は
市
民
の
強
い
意
志
が
必
要
で
あ
る
と
訴
え

た
。
そ
の
後
え
ち
ぜ
ん
鉄
道
の
島
洋
氏
か
ら
え
ち
鉄
の
取

り
組
み
報
告
が
あ
っ
た
。
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
川
上
洋
司
教
授
か
ら
、
鉄
道

が
ま
ち
に
果
た
し
て
い
る
役 

割
に
つ
い
て
講
釈
が
あ
り
、 

各
パ
ネ
ラ
ー
か
ら
は
、
福
武 

線
の
必
要
性
や
愛
着
が
実
体 

験
を
以
て
語
ら
れ
た
。 

会
場
に
は
約
３
５
０
名
の 

市
民
が
参
加
し
、
立
ち
見
が 

で
き
る
ほ
ど
で
あ
り
、
福
武 

線
を
支
え
て
い
こ
う
と
い
う 

熱
意
が
見
ら
れ
た
。 

【
中
間
報
告
会
の
ご
案
内
】 

 

第
二
十
八
期
中
間
報
告
会
の
開
催
が
決
ま
り
ま
し 

た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

 

日
時

…

平
成
二
十
年
二
月
六

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

日
（
水
） 

 

場
所 

… 

福
井
県
民
会
館 

 
 

皆
様
大
変
お
忙
し
い
と
は
存
じ
ま
す
が
、
奮
っ
て

ご
参
加
下
さ
い
。 

低床型路面電車について話す脇本幹雄氏 

談
話
会
活
動
報
告
】 

第
七
十
一
回
Ｒ
Ｅ
Ｆ
談
話
会
が
十
一
月
十
五
日

)

福
井
県
職
員
会
館
に
て
開
催
さ
れ
た
。 

今
回
は
、
松
本
隆
二
氏
、
脇
本
幹
雄
氏
に
よ
り
、

児
島
県
鹿
児
島
市
の
視
察
報
告
を
行
っ
て
も
ら
い

し
た
。 

松
本
氏
か
ら
は
、
新
幹
線
開
通
前
後
の
駅
前
地
区

変
化
を
通
し
て
、
拠
点
施
設
で
あ
る
ア
ミ
ュ
プ
ラ

鹿
児
島
中
央
駅
の
デ
ザ
イ
ン
性
や
観
光
施
設
と
し

の
集
客
力
等
、
現
状
報
告
が
な
さ
れ
た
。 

脇
本
氏
か
ら
は
、
市
民
の
足
と
し
て
活
用
さ
れ
て

る
、
低
床
型
路
面
電
車
の
ユ
ー
ト
ラ
ム
に
お
け
る

状
と
今
後
の
展
望
に
関
し
て
報
告
が
な
さ
れ
た
。 

ま
た
、
そ
の
後
の
意
見
交
換
で
は
、
福
井
市
と
の

較
に
よ
る
両
市
の
違
い
の
原
因
と
改
善
方
策
に
つ

て
、
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
た 


